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グルタミン酸を分離した分解アミノ酸液の脱色につい

てはすでに報告したが，脱色剤として活度炭，骨既 お

よびm 度白土を用いて実験を行ったところ，活性炭の場

合には, 脱色効率は良v がヽ同時に窒素の減少率 も大 き

い。また酸性白土の場合には，窒素の減少率は少いが脱

色

場合には，脱色

さいので骨炭の使用が最も有利である事を知った。そこ

で，今回，本報では主として，骨炭を脱色剤として使用

し，その･M加量と脱色との関係を種々のpH で実験し，

pH の影響についてしらべた。

まず，試料アミノ酸液に，炭酸ソーダを加えて中和し

た時の吸光度の変化をしらべたが,   PH  4 附近の時に色

が最もうすくなった。これは色素がこのpH の時に最も

難溶性であることを示している。つぎにpH  0.5～8.3の範

囲のアミノ酸液に骨炭を加えて脱色を行った。どのpH

でも骨炭の添加量が相当多い場合には大体同じ位の色に

まで脱色された。しかし，脱色作用はpH の低い時の

方が一般に良好であった。また，窒素の定量を行った結

果，骨炭を用いて脱色した時に窒素はあまり減少しなか

った。

以上の結果から，非常に色の濃いアミノ酸液の脱色に

はpH4 附近に中和してから，骨炭を用いて脱色すると

良好な結果をうることを知った。


